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Abstract: [Purpose] To examine the impact of the concentration levels of chemicals in indoor air on the results of 
the task performance using a subjective evaluation method, NASA-TLX.  [Method] Subjects self-evaluated the 
workload of the tasks which include calculation, memorization, and rest for every 30 minutes. These subjective 
evaluation data on subjects’ efforts and achievements were analyzed.  [Results] It was found that subjects’ rating 
for easier relaxation at the rest time increased significantly in the room with lower level chemicals. 
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１．緒言 
千葉大学予防医学センターでは室内空気中の化学

物質とシックハウス症候群症状との関連を報告し

てきた*  。本稿では短期滞在実験を通し、室内化

学物質濃度が作業効率に及ぼす影響を検証した。 
２．方法 
実験プロトコルを Fig.1 に示す。 
短期滞在実験：柏の葉キャンパス内に建設した総

揮発性有機化合物(TVOC)濃度の異なる 2 棟の実

証実験棟(LH-1,LH-2)を用いた。2017 年 11 月～

2018 年 10 月に実施した* 。被験者は、建材を選

定し化学物質濃度を低くした LH-1、在来工法で建

設した LH-2 のどちらに滞在しているかわからな

いブラインドテストとした。 
対象：被験者を一般募集し、健康な成人 169 名の

うち、完全回答を得られた 148 名(男性 68, 女性 
80)を分析対象とした。 
実験概要：90 分の滞在を通し、質問紙による評価

(個人属性・QEESI* ・印象評価等)と、加算・記憶・

安静(リラックス)の課題を各 10 分間行った。 
主観評価(NASA-TLX* )：メンタルワークロード

の評価として日本語版 NASA-TLX を用い、各課題

後に評価させた。NASA-TLX は、精神的要求、身

体的要求、時間的欲求、努力、効率及び不満の 6
項目の評価尺度から構成され被験者本人による主

観的評価手法である。実験で使用した評価尺度の

質問は、「1.どの程度、知的な活動が必要でした

か？(作業の難易度はいかがでしたか？)」「2.どの

程度、身体的な活動が必要でしたか？(作業の疲労

度はいかがでしたか？)」「3.どの程度、時間的切迫

感がありましたか？(切迫の度合いはいかがでし

たか？)」「4.課題の出来はどの程度でしたか？自

身の出来にどの程度満足できましたか？」「5.課題

の出来をよくするために、知的、身体的な努力は

どの程度でしたか？」「6.どの程度、不満を感じま

したか？」の 6 つである。これらを 0-100 点満点



5 点刻みで評価させた。分析には AWWL(Adaptive 
Weighted Workload)* を用い、1-6 の質問の評価の総

合得点を算出した。 
化学物質不耐性評価(QEESI): 被験者の化学物質

に対する感受性の評価を QEESI Low、High (カッ

トオフ値の設定は、Hojo ら* の提案による症状≧

20 点以上、化学物質不耐性≧40 点、日常生活支障

度≧10 点 2 項目以上が当てはまった場合、感受

性が High と評価) を用いた。 
統計解析： LH1 と LH2 の NASA-TLX の AWWL
の評価値の差をMann-Whitney U検定を用いて比較

した。解析には SPSS statistics software, version 25.0 
for Mac(SPSS Inc., Chicago, IL, USA) を用い、p<0.1
＊、p<0.05＊＊、有意とした。 
３．結果 
結果を Table.1 に示した。AWWL での加算・記憶

の評価において、LH-1 と LH-2 に有意な差は認め

られなかった。一方、安静 (リラックス)の評価に

おいて LH-1 (中央値 34.7)と LH-2(中央値 41.1)に
有意な差がみられた(p<0.1)。QEESI High 群と Low
群に層別した分析を Figure.2 に示す。QEESI High
群において LH-1(中央値 34.7)と LH-2(中央値 50.0)
に p<0.05 の有意な差がみられた。QEESI Low 群

の評価のばらつきが小さく、LH-1(中央値 35.7)と
LH-2(中央値 40.0)に有意な差はみられなかった。 
４．考察  
以上より、化学物質濃度が低い空間だと安静(リラ

ックス)しやすいと評価される傾向がみられた。特

に QEESI High 群においてその差の傾向が顕著に

みられた。既報において化学物質濃度とシックハ

ウス症候群発症リスクとの関係が示唆されている

* 。本調査においても化学物質に対する感受性が

高い人にとって化学物質濃度が低い LH-1 での方

が安静 (リラックス)できると評価され、LH-2 で

は、何らかの違和感が生じていた可能性が考えら

れる。今後は、安静 (リラックス)のしやすさと違

和感・症状の関連など、詳細に調査・分析する予

定である。 
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Table1   Analysis results of AWWL score for each subject  

Fig.1 The appearance of the laboratory house (upper) and task 
experiment by a subject(bottom) 

Fig.2: Overall value at rest of AWWL, QEESI High group and 
Low group test results by building 

 加算 記憶 安静(リラックス) 

全体 
被検者数 148 148 148 

中央値 62.7 51.2 38.0 

LH-1 
被検者数 74 74 74 

中央値 64.3 50.0 34.7 * 

LH-2 
被検者数 74 74 74 

中央値 61.1 52.3 41.1 * 

p<0.1＊、p<0.05＊＊ 


